
                        

  

◯
…
熊
本
地
震
で
自
衛
隊
に
よ
る
災

害
派
遣
が
報
道
さ
れ
る
中
、
「
即
動
必

遂
・
東
日
本
大
震
災 

陸
上
幕
僚
長
の
全

記
録
」
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
社
刊
、
を
読
ん

だ
。
第
３
２
代
陸
上
幕
僚
長
を
務
め
た

火
箱
芳
文
氏
が
、
東
日
本
大
震
災
に
際

し
て
対
応
し
た
記
録
と
、
我
が
国
の
防

衛
に
つ
い
て
の
私
見
を
記
し
て
い
る
。

震
災
と
原
発
事
故
に
直
面
し
た
中
、
陸

上
自
衛
隊
の
ト
ッ
プ
と
し
て
何
を
考
え
、

ど
う
行
動
し
た
か
、
極
め
て
優
れ
た
リ

ー
ダ
ー
論
と
し
て
も
興
味
深
く
読
ん
だ
。 

  

◯
…
２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
午
後

２
時
４
６
分
地
震
発
生
、
防
衛
省
事
務

次
官
室
で
会
議
中
だ
っ
た
火
箱
陸
幕
長

は
即
刻
、
会
議
を
中
止
。
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
止
ま
っ
て
１
１
階
か
ら
４
階
の
執

務
室
ま
で
階
段
を
駆
け
下
り
な
が
ら
、

何
を
な
す
べ
き
か
、
頭
の
中
は
フ
ル
回

転
。
運
用
作
戦
の
骨
格
を
頭
の
中
で
完

成
さ
せ
る
と
同
時
に
、
防
衛
大
臣
か
ら

の
災
害
出
動
命
令
が
出
る
前
に
部
隊
を

動
か
す
全
責
任
を
取
る
覚
悟
を
決
め
、

執
務
室
に
着
く
な
り
仙
台
の
東
北
方
面

総
監
に
電
話
。
つ
い
で
他
の
四
方
面
総

監
ら
に
自
分
で
次
々
と
指
示
を
出
し
た
。

こ
の
指
示
も
、
頭
の
中
に
日
本
地
図
と

各
部
隊
を
描
き
な
が
ら
、
災
害
対
応
と

同
時
に
尖
閣
諸
島
な
ど
南
西
諸
島
や
中

国
に
対
す
る
守
り
、
火
山
噴
火
に
よ
る

新
た
な
災
害
、
兵
站
、
民
間
フ
ェ
リ
ー

等
の
活
用
な
ど
様
々
な
要
素
を
勘
案
し

な
が
ら
の
も
の
で
、
発
災
か
ら
３
０
分

も
経
た
な
い
内
に
五
個
方
面
隊
の
各
総

監
に
指
示
を
出
し
終
え
た
と
い
う
か
ら

驚
き
だ
。 

  

◯
…
「
即
動
必
遂
」
は
、
国
の
平
和

と
独
立
が
侵
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
生

じ
た
ら
、
す
ぐ
に
動
き
、
任
務
を
必
ず

完
遂
す
る
、
と
い
う
も
の
。
常
々
、
部

下
に
言
い
続
け
て
き
た
と
い
う
。
常
日

頃
か
ら
訓
練
、
装
備
、
人
員
、
連
絡
等
々
、

直
ち
に
出
動
で
き
る
体
制
に
し
て
お
く

こ
と
と
、
任
務
を
完
遂
す
る
持
続
力
を

備
え
る
こ
と
。
自
衛
隊
に
限
ら
ず
、
自

治
体
で
も
災
害
対
応
は
重
要
な
仕
事
で

あ
り
、
あ
い
通
じ
る
言
葉
だ
。
東
日
本

大
震
災
災
害
派
遣
の
特
徴
は
、
地
震
大

津
波
に
よ
る
災
害
へ
の
対
処
と
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

と
い
う
「
複
合
事
態
に
よ
る
二
正
面
作

戦
」だ
っ
た
と
火
箱
氏
は
記
し
て
い
る
。

し
か
し
原
発
警
護
は
警
察
機
動
隊
に
編

成
さ
れ
た
「
原
子
力
関
連
施
設
警
戒
隊
」

の
仕
事
。
法
律
で
定
め
ら
れ
た
自
衛
隊

の
本
来
任
務
を
超
え
た
、
未
体
験
の
、

手
探
り
状
態
に
近
い
過
酷
な
作
戦
行
動

と
な
っ
た
。 

  

◯
…
陸
上
自
衛
隊
ト
ッ
プ
と
し
て
の

業
務
と
並
行
し
な
が
ら
、
視
察
を
重
ね

る
中
で
新
た
な
課
題
に
も
対
応
、
指
示

す
る
姿
は
リ
ー
ダ
ー
か
く
あ
る
べ
し
、

と
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
。
一
方
で
政
府

や
東
電
の
対
応
の
実
態
も
垣
間
見
え
る
。

更
に
、ア
メ
リ
カ
と
の
関
わ
り
は
、
我
々

一
般
国
民
に
は
報
道
の
量
と
し
て
は
少

な
か
っ
た
た
め
、
貴
重
な
情
報
が
散
り

ば
め
ら
れ
て
い
る
。
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」

に
至
る
前
段
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が

JTF(

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー

ス
＝
統
合
任
務
部
隊)

を
組
ん
で
来
る

ら
し
い
、
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
と
い
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う
。JTF

と
は
、
地
域
統
合
軍
司
令
官

が
、
特
定
の
任
務
の
た
め
に
、
必
要
な

軍
種
の
兵
力
を
指
定
し
て
編
成
す
る
部

隊
の
こ
と
で
、
限
定
さ
れ
た
地
域
と
任

務
に
対
し
て
は
「
国
家
の
権
限
」
を
全

部
持
っ
て
い
る
部
隊
だ
。
終
戦
直
後
に

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
官
が
率
い
た

G
H

Q

が
日
本
に
駐
留
し
た
と
き
と
同

じ
と
思
っ
て
よ
い
、と
い
う
。つ
ま
り
、

米
国
がJTF

を
組
ん
で
来
る
と
い
う

こ
と
は
、
日
本
は
原
発
事
故
対
応
に
お

い
て
国
家
と
し
て
の
統
治
機
能
が
不
全

状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
判
断
し
、「
米
軍

が
日
本
政
府
に
代
わ
っ
て
事
態
収
拾
を

図
る
」
と
い
う
意
思
表
示
で
あ
り
、
そ

う
な
っ
た
ら
自
衛
隊
も
米
軍
の
指
揮
下

に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
、と
い
う
の
だ
。

実
際
に
は
、
米
太
平
洋
軍
ウ
イ
ラ
ー
ド

司
令
官
が
正
式
に
提
示
し
た
の
は

JTF

で
は
な
く
、JSF(

ジ
ョ
イ
ン
ト
・

サ
ポ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ス
＝
統
合
支
援
部

隊)

で
あ
り
、
文
字
通
り
サ
ポ
ー
ト
・
支

援
・
助
力
で
あ
っ
て
、
行
動
の
主
体
は

日
本
政
府
や
自
衛
隊
だ
。
米
軍
は
三
百

人
規
模
のJSF

を
横
田
基
地
に
新
設
。

我
が
国
にJSF

の
前
線
司
令
部
が
置

か
れ
た
の
は
史
上
初
め
て
の
こ
と
。
そ

れ
ま
で
陸
海
空
自
衛
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
日

米
共
同
演
習
を
積
み
重
ね
て
き
て
は
い

た
が
、
日
本
を
舞
台
と
し
た
米
軍
と
自

衛
隊
の
災
害
共
同
作
戦
も
初
め
て
の
こ

と
だ
っ
た
。 

  

◯
…
想
像
を
絶
す
る
災
害
、
過
酷
な

現
場
作
業
に
幹
部
自
衛
官
を
含
む
数
人

の
自
死
者
も
あ
り
、
ま
た
隊
員
の
努
力

を
支
え
る
家
族
の
御
苦
労
も
大
変
だ
っ

た
。
本
書
の
第
二
部
で
は
「
明
日
の
防

衛
に
向
け
て
」
と
題
し
て
数
々
の
提
言

が
な
さ
れ
て
い
る
。
火
箱
氏
は
既
に
退

官
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
験
に
即
し
て
、

充
分
な
防
衛
体
制
の
構
築
に
向
け
て
の

防
衛
費
の
増
大
や
、
憲
法
を
改
正
し
て

自
衛
隊
を
国
軍
に
す
る
こ
と
な
ど
を
主

張
し
て
い
る
。 

  

◯
…
次
い
で
「
仮
面
の
日
米
同
盟
・

米
外
交
機
密
文
書
が
明
か
す
真
実
」
春

名
幹
男
著
、
文
春
新
書
、
を
読
ん
だ
。

著
者
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
早
稲
田
大

学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
コ
ー
ス
客
員
教
授
。
か
っ
て
共
同

通
信
社
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
、
ワ
シ

ン
ト
ン
支
局
長
な
ど
を
務
め
た
。「
ア
メ

リ
カ
が
日
本
を
守
っ
て
く
れ
る
」。
そ
れ

は
日
本
人
の
思
い
込
み
に
す
ぎ
な
い
、

と
春
名
氏
は
い
う
。
数
々
の
外
交
機
密

文
書
を
通
じ
て
、
沖
縄
返
還
や
ニ
ク
ソ

ン
訪
中
の
背
景
を
解
説
し
、
ア
メ
リ
カ

は
頼
れ
る
同
盟
国
か
、
疑
問
を
呈
し
て

い
る
。 

  

◯
…
国
を
守
る
。
当
り
前
だ
と
は
思

う
。
し
か
し
、
そ
の
中
身
の
イ
メ
ー
ジ

は
十
人
十
色
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
受
け
た

教
育
と
か
生
活
体
験
と
か
に
も
よ
る
が
、

ど
こ
か
で
意
思
統
一
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
る
必
要
が
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ

て
性
急
に
手
続
き
も
議
論
も
飛
ば
す
わ

け
に
は
行
か
な
い
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ

大
統
領
選
。
ト
ラ
ン
プ
氏
に
な
れ
ば
日

米
同
盟
の
見
直
し
は
必
至
で
あ
ろ
う
し
、

ク
リ
ン
ト
ン
氏
に
な
れ
ば
当
面
は
現
状

維
持
で
も
ア
メ
リ
カ
国
内
世
論
が
ど
う

変
わ
っ
て
行
く
か
未
知
数
だ
。
日
米
同

盟
関
係
、
安
全
保
障
条
約
の
見
直
し
は

遠
い
先
の
話
で
は
な
い
。
沖
縄
問
題
も

日
本
国
民
の
一
員
と
し
て
沖
縄
県
民
に

対
し
て
申
し
訳
な
い
気
持
ち
が
あ
る
。

国
防
、
自
衛
隊
、
引
き
続
き
考
え
て
行

き
た
い
。 

 


